
千葉市新庁舎　完成　６月全面開庁

質の高い行政サービスを提供

千葉市長
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　このたび、千葉市役所新庁舎が完成しました。本市で
は年の東日本大震災をきっかけとして、年１月
に竣工した現本庁舎の防災面などの課題を解消するた
め、新庁舎の整備を進めてまいりました。
工事期間中は、市民や来庁者の皆さまにご不便をおかけ
しましたが、皆さまのご理解とご協力のもと、無事に竣
工いたしました。

　６月に全面開庁を予定している新庁舎では、基礎免震
構造の採用のほか、災害時のバックアップ機能やあらゆ
る危機事案に適切に対応するための危機管理センターの
整備など、「総合防災拠点機能」を強化するとともに、
本市の二酸化炭素排出抑制の取り組みを推進するため、
高効率な空調設備や地中熱利用などによる省エネと太陽
光発電による創エネによりZEB Readyの認証を取得し
た「環境性能」を備えています。
　さらに、聴覚に障害のある方の聞こえを支援する磁気
ループや、大型ベッドなどを備えた多機能トイレ、おむつ
替え台と授乳室を備えたベビー休憩室を整備するなど、
「ユニバーサルデザイン」により多様な来庁者に対応し
ています。また、「対話と挑戦」をキーワードとして市
職員が意欲と能力を存分に発揮できる働き方に変革し、
市民の皆さまへの質の高い行政サービスの提供につなげ
てまいります。
　新庁舎整備事業に多大なるご尽力をいただきました関
係者の皆さまにあらためて感謝申し上げます。

市民ヴォイド

議場

正庁 執務フロア・窓口カウンター

■工事名称：千葉市新庁舎整備工事
■工事場所：千葉県千葉市中央区千葉港１－１
■建　築　主：千葉市
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地上階・塔屋１階
■構　　造：ＲＣ＋Ｓ造（基礎免震構造・ＣＳビーム構造）
■Ｃ　Ｍ　Ｒ：明豊ファシリティワークス株式会社
■基本設計：久米設計・隈研吾建築都市設計共同企業体
■実施設計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■工事監理：大成建設株式会社工事監理一級建築士事務所
■施　　工：大成・鵜沢建設共同企業体
■工　　期：年３月７日～年１月日
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　本計画は既存庁舎（年竣工）が抱えていた老朽化
等の課題解決が命題の建替計画でしたが、新庁舎はそう
した課題解決を超える、新しい千葉市のまちづくりのシ
ンボルとして親しみと魅力にあふれる施設実現が重要と
考えました。
　敷地は千葉駅周辺の商業エリアと千葉みなと地区の文
化・レジャーエリアの中間に位置しており、新庁舎は臨
港プロムナードとみなと公園に面するＬ字型の沿道配置
とすることで、豊かな周辺環境と連携し、千葉駅周辺と
千葉みなと地区を結ぶ結節点となるよう計画しました。

　市民に親しまれる縁側をイメージした建築を目指し、
臨港プロムナード側の低層棟には木調の仕上げ材を積極
的に採用し、憩いとコミュニケーションの場となる「縁
側テラス」、ダイナミックな大庇による「まちかど広場」、
内外空間を一体的に利用可能な「市民ヴォイド」等を配
置しました。みなと公園側の高層棟は庁舎として機能美
を体現した純白の外観デザインとしています。
　一方、新庁舎は免震構造や太陽光パネル、床吹出空調
等の最新技術採用により、市民や職員にとって安心安全
で快適な内部空間と省エネ効果を実現しています（ZEB 
Ready、CASBEE WO認証取得）。
　大成建設株式会社
　本社設計本部建築設計第一部設計室長　村瀬　宏典


